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公の施設目標管理型評価書【指定管理者施設用】

障害者総合支援法

新潟市障がい者デイサポートセンター条例

新潟市障がい者デイサポートセンター

【基本理念】
　障がい者の自立の促進，生活の改善，機能の維持向上等を図ることを目的とし，入浴，排せつ及び食事の介
護，創作的活動，機能訓練等の各種サービスを提供することにより，障がい者の自立と社会参加を促進し，
もって，障がい者福祉の増進を図る。

【運営方針】
・利用者の自立の促進，生活の質の向上等を図ることが出来るよう，利用者又はその介護を行なう者の
　身体その他の状況及びその置かれている環境に応じて，入浴・食事の介護や提供，創作的活動，機能訓練，
　介護方法の指導，更生相談等を行なう。
・利用者の意思及び人格を尊重し，常に利用者の立場に立ってサービス提供を行なう。
・事業に実施に当たっては，地域との結び付きを重視し，関係市町村，他事業者，地域の保健・医療・
　福祉サービスとの綿密な連携を図り，総合的なサービスの提供に努める。

【留意事項】
・緊急時における迅速な対応
・苦情に対する適切な対応
・人権擁護及び虐待防止のための措置
・衛生管理の徹底
・個人情報保護
・非常時災害対策
・事故発生時の対応

令和2年4月1日 令和7年3月31日

新潟市中央区八千代1-3-1

福祉部障がい福祉課

施 設 設 置 目 的

管 理 ･ 運 営 に 関 す る 基 本 理 念 ， 方 針 等

障害者総合支援法第５条の規定にする生活介護，及び新潟市障がい者デイサポートセンター条例経過措置に規
定する市独自事業を行う施設。

社会福祉法人　中東福祉会

施 設 概 要

新潟市総合福祉会館内（２Ｆの一部）
建物構造・主な施設内容（構成施設の内容）
２階　延床面積271㎡（デイサービスルーム，デイサポート相談室，静養室，障がい者用特殊浴
室）
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関連法令順守に関
わるマニュアルを整
備し、職員に周知し
ている。

施設の維持管理
設備機器等の定期的な清
掃，点検。

別紙、実績報告書参照。

こまめに点検を行
い、施設の維持管
理・衛生面に配慮し
ている。

接遇マニュアルを整
備し、虐待防止指針
について職員に周
知している。

虐待防止措置 利用者の処遇管理の共有化
職員会議時に、虐待防
止の徹底に関する取り
組みを実施した。

市 民

該当なし

令和4年9月実施。
令和4年10月回収。

評価指標
評価コメント

※

利用率の向上，堅持 利用率　概ね80％以上
相談員と連携しなが
ら、定員の充足に努め
た。

収支改善に向けてさ
らなる利用者増に向
けた取組が必要。

目標が未達成の項
目もあるが、全体的
には概ね利用者か
らの満足を得てい
る。

利用者アンケート実施。
満足度　概ね90％以上

評価項目

利用者の満足度

緊急時の体制，マニュアル
の確立。

防災訓練と連動し、緊急連絡
網や防災マニュアルの見直し
を行った。

関係機関との連携。登録者
の新規開拓努力。

利用者も参加した実
践的な消防訓練の
ほか、水害想定訓
練や連絡網訓練も
行っており、防災訓
練がよく実施されて
いる。

苦情・要望に対する対応
苦情・要望への迅速な対応。
記録簿等によるケース管
理。

登録者の利用希望把握。
※希望日数などの管理，割
当て

利用者増への取組み
ご希望があった際は、
担当相談員と連携し対
応した。

総合福祉会館での防
災訓練の他に、水害想
定訓練、緊急連絡網訓
練を行った。

空き状況に応じ柔軟
に対応している。

第三者委員に報告す
るものは無かった。

引き続き利用率向
上に向けて、新規開
拓への取組が必
要。

積極的に施設見学や
実習生等を受け入れ
た。

マニュアルを整備
し、職員へ周知して
いる。

きめ細やかな対応
が可能な人員配置
となっている。

仕様書に添って、利用
者本位のサービスに努
めた。

運営規定遵守。別紙、
勤務形態参照。

業務仕様書等に定める事項
の遵守

その他業務仕様書等に定め
る事項の遵守

業務仕様書等に定
める事項に基づき、
業務を実施してい
る。

業 務

人 材

安全安心の確保

関係法令の遵守
職員へ関係法令遵守に関わ
る研修等の実施。

職員会議等で全職員
へ周知した。

防災訓練等の実施。

人材育成，職員教育 定期的な実務研修の実施。
外部・内部の研修に
より人材育成が図ら
れている。

実績

別紙、研修報告書参照。

適正な人員配置
運営規定に基づく，適正な人
員配置。

財 務



・リハビリ：理学療法士を配置し、機能訓練室を活用して個別及び集団での機能訓練を行っています。主治医の指示のも
と、生活の質が少しでも改善できるよう、取り組んでいます。
・余暇・創作活動：個別の趣味や興味に応じた余暇・創作活動のお手伝いをしています。利用者の感性を活かせるように
配慮しています。また、季節に応じた各種行事やレクリエーションも行っております。
・プール活動：希望者には、プールでの軽い運動やリラクゼーションを提供しております。
・その他：利用者の皆さまの生活の一助として、生活意欲やADLの維持向上となるよう努めています。明日葉での活動を
楽しみと思っていただけるよう、丁寧にアセスメントしながら支援させていただいています。また、新規利用者の獲得に向
け、ブログや広報誌の発行、見学や実習の受け入れも積極的に行いながら、事業所のアピールに努めています。

障がい者の自立促進、生活改善、身体機能の維持向上を図ることを目的とした各種サービスを提供し、安全確保に努め
ながら可能な限り、利用希望に対応している。特に機能訓練では理学療法士を配置し、専門的なリハビリ支援によるサー
ビス内容の向上に努めている。一方で、生活介護の利用者数については収支が安定するまでの利用に至っておらず、さ
らなる利用者獲得に向けて、新規開拓への取り組みのほか、サービス提供体制の見直しが必要である。防災訓練等につ
いては、利用者も参加した実践的な消防訓練が実施されており、安全安心の確保に努めている。施設職員においては、き
め細やかな対応が可能な人員配置となっており、接遇マナーをマニュアル化して職員に周知している点は評価できる。

所 管 課 に よ る 総 合 評 価 （ 所 見 ）

指定管理者記載欄（アピールしたい事項・未達成項目への改善策等）

【評価基準】

Ａ：要求水準（評価指標）を達成し、かつその達成度・内容が優れている

Ｂ：要求水準（評価指標）が達成されている

Ｃ：要求水準（評価指標）が達成されていない

※評価について、「A」を付ける場合は「優れている点」を、「C」を付ける場合は「達成されていない点」を、「評価コメ
ント」欄に明記してください。（評価指標が達成されているだけなら「B評価」で、その達成度や内容が優れていな


